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平成 27 年１月 10 日(土)と 17 日
(土)に鶴見川流域で行われた『つる
み川新春富士見ウォーク』は、両日
とも天候に恵まれ流域から集まっ
た人達で、大いに賑わいました。 
10 日に源流から出発し中流域の

鴨居まで、17 日は、鴨居から鶴見
川河口に近い生麦まで延べ約 44ｋ
ｍを歩きました。 
主要な地点で市民団体、関係自治

体、京浜河川事務所から鶴見川の歴
史、治水、環境等について説明が行
われました。 
参加者は、主催者発表で両日合わ

せて、２１５名となりました。 

２

１０日の参加者

１７日の参加者

京浜河川のＨＰは http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/ 

昨年 10 月 6 日台風 18 号により、

鳥山川の鳥山観測所（又口橋下流）

で計画高水位（3.36m）を超え 3.62m

を記録し、非常に危険な状態となり

ました。 

京浜河川事務所では、洪水の流れ

をスムーズにし、水位を下げるため、

鶴見川合流点からＪＲ横浜線橋梁ま

での区間で、河床に溜まった土砂の

掘削工事を急遽行っています。 

工事中は、ご迷惑をおかけする場

合もありますが、ご協力をお願いい

たします。 

増水時の鳥山川
です。 
(平成26年10月
6 日 10:30 頃)

現在、鳥山川の
河床掘削を行
っています。 

※この地図は、国土地理院発行の地形図を使用



あ と が き
鶴見川に架かっている『潮鶴橋と芦穂橋』（管

理者：横浜市）の塗装工事の際に、橋桁に橋梁名

を記載して頂く予定です。 

また、ここ数ヶ月の間により安全に鶴見川を利

用して頂こうと『堤防上に白線を引いたり、車止

めの反射テープを補強したりしました。 

さて、河川内の工事は 

最盛期となっています。 

工事によっては、工期の 

延長を行うものもありま 

すので、よろしくお願い 

いたします。 

『鶴見川 出張所だより』編集長（上林喜美夫）

ＪＲ小机駅の近くにある、地域防災施設『鶴見

川流域センター』は、流域にお住まいの皆様への

情報発信施設として、また、洪水や地震時の防災

拠点となる施設です。 

 流域センターには、今月中旬まで１Ｆから２Ｆ

に行く階段に「流域の秋」をテーマとした写真が

展示してありましたが、現在「洪水の歴史」をテ

ーマとした写真を展示してあります。 

 鶴見川は、暴れ川として水害が多かった河川で

す。是非、来館して鶴見川のことを学びに来て下

さい。 
【毎週火曜日が休館日です】 

住所 横浜市港北区小机町２０８１ 
電話 ０４５－４７５－１９９８ 
（鶴見川流域センター直通） 

１

京浜河川事務所では、平常時や洪水・地

震時等の災害時においても、河川を上空か

ら見た場合、瞬時に位置を特定することが

出来るように、堤防上にマーク（距離標と

河川名）を標示します。 

鶴見川は、３月中旬に施工する予定で

す。マーク（対空標示）は、鶴見川の

堤防上に１ｋｍ毎（左右岸交互に行う

ことを原則）に標示します。（舗装さ

れている所に設置） 

標示する大きさは、４ｍ×２５ｍ程

度になる予定です。 

施工時は、みなさんにご迷惑をおか

けしますが、ご協力をお願いいたしま

す。 

京浜河川事務所では、鶴見川等で行われ
ている河川工事をホームページで紹介し
ています。 

ここ数年間は、補正予算による堤防を補
強するための工事が多くなっているのが
特徴です。 
（鶴見・新横浜出張所管内） 
① 耐震堤防工事（堤防下の液状化対策）

を３箇所で実施 
② 護岸改良工事（堤防の川側の矢板前面

が深く掘れている所の対策） 
を４箇所で実施 

③ その他（鳥山川により多くの洪水を流
すための工事） 

※出来るだけ、工事の様子を知って頂くた
めに『工事情報』として発信しています。

鶴見川左岸

0.0km付近

鶴見川堤防上の道

路に記載します。


